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2019 年 12 月に発症が報告された新型コロナウイルス（COVID-19）の影響により、国際 

協力機構（JICA）は、派遣中であった JICA 海外協力隊の隊員全員を帰国させた。 

この非常事態の中、派遣先であったブラジルの日系日本語学校の日本語学習者に対し、

自主的にオンライン授業を行い任期終了まで継続した日本語教育隊員がいた。本研究では、

オンライン授業を行っていた 3 名の元日本語教育隊員（教師 A、教師 B、教師 C）の協力を

得て、オンライン授業を行い任期終了まで継続した動機づけを明らかにする。また、今後

の非常事態における JICA の隊員支援体制の改善に対する提案、さらにボランティア活動

の形態の検討を目的とする。 

 調査は内藤(2002)に従い、PAC 分析の手法を用いて行った。PAC 分析の手順は、刺激文か

ら自由連想で思いつくものを書き出し、それを重要度順に並び替える。それぞれの自由連

想の項目同士を直感的なイメージでどの程度近いかを 7 段階評価で評定する。評定の結果

得られた比類似度行列を、R（4.2.2）でクラスター分析にかけ、デンドログラム（樹形図）

を作成する。作成されたデンドログラムをクラスターに分け、クラスターごとにイメージ

や解釈を語ってもらう。 

3 名の元日本語教育隊員に PAC 分析を行った結果、教師 A は連想項目（例：整理がつか

なかった）が 22 で、クラスターは【授業に対する熱意と自己への興味】【自信と次へのス

テップ】【関係者の要望とクラス運営への責任】【隊員アイデンティティの確立と同期隊

員とのつながり】【複雑な心境の整理】の 5 つとなった。 

教師 B の連想項目（例：初めてのオンライン授業）は 21 で、クラスターは【日本語教育

分野と自身の可能性の広がり】【授業への向上心と学習者の成長】【指導スキル向上の充

実感と人生の自由度の高まり】【やり遂げることの責任と自己満足への終着】【日本語教

師としての義務と責任】【主体性の活性化】の 6 つとなった。 

教師 C の連想項目（例：教える能力低下を抑えたかったから）は 20 で、クラスターは

【健康的な心身を保つための生活習慣】【コロナ禍における学習者のためのオンライン授

業】【元の派遣先に戻るための行動】【将来のための日本語教師スキルの維持と向上】【日

系社会と日系アイデンティティへの支援】【ブラジルに戻ることに備えた準備】の 6 つと

なった。 

 上記の調査結果から、教師 A は「自己探求」、教師 B は「スキル向上の充実感と達成感」、

教師 C は「日系社会への想い」についてが特有の動機づけであり、共通の動機づけは「学

習者」「授業」「日本語教師としてのスキルアップ」についてであった。 

以上の分析から以下の結果が得られた。 

それぞれ特有の動機づけがあったことから、日本語教師や隊員としての意識に相違があ

り、それぞれの価値観や経験等に基づき、オンライン授業を遂行するに至ったことがわか

る。一方、共通の動機づけがあったことから、3 名は共通意識を持ち合わせていたと考え

られ、その共通意識によりコロナ禍という非常事態にも対応できたといえる。共通の動機

づけは、日本語教師から見た「学習者」、日本語を教える「授業」、将来を見据えた「日

本語教師としてのスキルアップ」についてである。これらは、日本語教育に関するもので

あり、日本語教師としての資質と関連すると考えられる。さらに、コロナ禍という非常事

態にも対応できた資質と関りがあるともいえる。 
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JICA による隊員への支援体制の観点からは、教師 A が「倦怠感」、教師 B が「空白」、

教師 C が「無秩序な感じ」と表現したように、3 名共に状況への不安定さを感じていたこ

とがわかった。また、教師 A と教師 B は規定通りの 2 年間に満たない派遣であったことに

対しての引け目を感じていたことが窺われた。この状況下においては、JICA として隊員一

人ひとりの援助ニーズ、また個別の具体的な状況に応じた支援方法を探るため、これまで

以上に隊員の声に耳を傾けることが求められる。 

 ボランティア活動の形態についての観点からは、教師 B はオンライン授業によって学習

者の日本語能力の向上がみられたと語り、教師 C は旅行先との中継で学習者が「楽しんで

いた」「喜んでいた」と語っていた。このことから、両者とも日本語教育の支援が少なか

らずでき、離れた場所からの支援についての足掛かりを得たと感じていたことがわかる。

今後、JICA 海外協力隊の国際的貢献がより強固になるよう日本語教育だけではなく、分野

を広げたボランティア活動の形態についての検討を期待したい。 

今後もコロナ禍のような非常事態が発生する可能性があることを考慮すれば、本研究で

明らかになった共通の動機づけを踏まえ、動機づけ理論に立脚した教師教育プログラムの

開発や介入方法の検討が必要であるといえる。 

本研究を通し、3 名がオンライン授業を行ったという事実を残すこと、彼らの隊員また

日本語教師としての意識と行動の一部について明らかにしたことに意義があると考える。 
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